
 

           新技術調査表（１） 登録番号 0501006 

名  称 硬質地盤クリア工法 作成年月日 2005年 2月28日

更新年月日 2020年11月19日

 副  題 硬質地盤への静的圧入による護岸工、擁壁工、基礎工  開発年月日    2002年 4月 1日

 
 
 分  野 

①共 通 ２道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

１材 料 
②工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

基礎工 

 

土質条件：玉石混じり砂礫地盤 

     花崗岩、玄武岩等の岩盤 

開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名 (株)技研製作所 担当部署 工法企画部 

担当者名 森澤 哲也 ＴＥＬ 03-3528-1633 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名 (株)技研製作所 担当部署 工法企画部 

担当者名 森澤 哲也 〒 135-0063 ＴＥＬ 03-3528-1633 

住  所  東京都江東区有明3丁目7番18号 16階 ＦＡＸ 03-3527-6055 
 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  https://www.giken.com/ja/ e-maile morisawa@giken.com 

 
 【概 要】 
  硬質地盤クリア工法は、圧入工法の唯一の弱点である硬質地盤への圧入を可能とした工法である。

圧入機と一体となったパイルオーガで最小限の削孔を行い、地中に芯をくり抜いた状態をつくり出
し、パイルオーガを引抜きながらその隙間に杭材を静荷重で圧入する。 

 
 【特 徴】 

 ①玉石混じり砂礫層や岩盤など硬質地盤への圧入ができる。 

 ②圧入杭材は、鋼矢板、広幅鋼矢板、ハット形鋼矢板(600P・900P)、PC壁体など各種、各サイズに 

対応できる。 
 ③完成杭上を各種施工機械が自走し、杭材の搬入、動力の供給も行い、圧入工事を進めるため、仮設

構台なしで、方面施工・水上施工・狭隘地施工・近接施工・低空等施工などができる。 
（ＧＲＢシステム） 

 ④杭材の圧入完了と同時に、自立擁壁の基礎部と躯体部を完成できる。 
 ⑤振動・騒音などの建設公害の発生を極力抑えることができる。 
 ⑥パイルオーガ削孔時に排土があるが、削孔径を最小限に押え、排土量を最小限にできる。 
 ⑦圧入機はコンパクトであるため周辺への威圧感はなく、完成杭を掴んでいるため転倒もしない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

様式－３ 



新技術調査表（２） 
 

 
 
 実績件数 

  東 京 都：   17件 
  国 土 交 通 省：   73件 
  その他公共機関：   350件 
  民 間：   43件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

 建 設 局：     件 

 都市整備局：     件 

 港 湾 局：     件 
  

水 道 局：    件 

  下 水 道 局：     件 

  交 通 局：     件 

  そ の 他：    件 

 特  許    ①有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：1493895号外３件         ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ④無し  （番号：                        ） 

  

評
価
・
証
明 

 １技術審査（番号：         ） ２民間開発建設技術（番号：       ） 
   ・証明年月日（          ）  ・証明年月日  （          ） 
                      ・証明機関   （          ） 
 ３新技術情報提供システム[NETIS]        ４その他（               ） 
 （番号：CB980118-VE      登録年月日：1999.03.25   ） 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

 ➀安全・安心  ➁環 境 ３ゆとりと福祉  ➃コスト縮減・生産性の向上 
 ➄公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ➆景 観 

 自由記入  建設工事における五大原則の遵守 

開発目標 
（選 択） 

 ①省人化 ②省力化 ③作業効率向上 ④施工精度向上 ５耐久性向上 ⑥安全性向上 
 ⑦作業環境の向上 ⑧周辺環境への影響抑制 ⑨地球環境への影響抑制 
 ⑩. 省資源・省エネルギー 11. 出来ばえの向上 12. リサイクル性向上 13. その他 

従 

来 

と 

の 

比 

較 

 従来の材料名・工法名： 
 １ 工 程【１短縮（43.3％）２同程度 ３増加（  ％）】（1工程施工による     ）
 ２ 省 人 化【１向上（31.0％）２同程度 ３低下（  ％）】（1工程施工による     ）
 ３ 経 済 性【１向上（41.6％）２同程度 ３低下（  ％）】（1工程施工による     ）
 ４ 施工管理【１向 上    ２同程度 ３低下          】（            ）
 ５ 安 全 性【１向 上    ２同程度 ３低下          】（機械転倒の危険がない  ）
 ６ 施 工 性【１向 上    ２同程度 ３低下          】（施工ヤードを広く要さない）
 ７ 環 境【１向 上    ２同程度 ３低下          】（低騒音、低振動、排土なし）
 ８ 汎 用 性【１向 上    ２同程度 ３低下          】（            ）
 ９ 品 質【１向 上    ２同程度 ３低下          】（回転圧入による偏芯抑制 ）
 10  そ の 他（                                   ）

 【歩掛り表】  標準 ・ 暫定 
・鋼矢板(Ⅱ～Ⅳ型・ⅤL～ⅥL型・Ⅱw～Ⅳw型)50＜Ｎ値max≦180 
  国土交通省  ：「国土交通省土木工事積算基準」 
・鋼矢板(Ⅱ～Ⅳ型・ⅤL～ⅥL型・Ⅱw～Ⅳw型)180＜Ｎ値max≦600 
ハット形鋼矢板（10H・25H・45H・50H）50＜Ｎ値max≦180 

  全国圧入協会：「硬質地盤クリア工法 鋼矢板圧入標準積算資料」 
 【施工単価等】  
    [設定条件] 
   施工地域：東京都  鋼矢板：Ⅲ型 L=15.0ｍ 25枚 地盤条件：最大Ｎ値＝200（砂礫層） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【施工上・使用上の留意点】 
 
【参考資料】 
 ・H27年度硬質地盤クリア工法 鋼矢板圧入標準積算資料 ・H24年度大口径岩盤削孔工法 

※実績件数に関しては、標準積算基準に採用された一般化された工法であり、過去５年間で 4000
件を超える実績がある(全国圧入協会調べ)。その為内訳については確認不可となっております。 
 



新技術調査表（３） 
 

検 

査 

・ 

試 

験 

デ 

ー 

タ 

等 

高知空港滑走路延伸工事における騒音調査結果（夜間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   [注] 1.網掛け部分は、環境基準（夜間）５０ｄＢを超過していることを示す。 

      2.Ｂ.Ｇとは、暗騒音を示す。 

      3.Ｂ.Ｇ( )内は、Ｂ.Ｇにカエルの鳴き声の影響があった時間帯を削除した  
 後の騒音レベルである。 

確認機関（発注者）:国土交通省 四国地方整備局 高知港湾空港工事事務所 

調査時期：平成１２年５月～平成１３年２月 

＊ 現場の周辺環境、夜間工事である事を考慮し、極力騒音の軽減対策を行う必要性が 

あった。調査の結果、環境基準を上回る地点があったものの、その値は静かな街角 

～事務所内のレベルの値であった。実際には窓を閉めた状態で２５ｄＢ程度の防音 

効果があることから、十分な環境対策がされていると判断してもよい値である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建 設 局 
事業への 
適 用 性 

 
共通  ：土留工事、立坑工事。 
     仮設構台なしでの法面施工。 
     仮設桟橋なしでの水上施工。 

周辺構造物そのままでの狭隘地施工。 
特別な養生なしでの鉄道等近接施工。 
 

河川事業：護岸改修仮締切りおよび本体使用。 
     既設護岸コンクリートを貫通しての改修工事。 
 
道路事業：道路拡幅擁壁（自立式土留擁壁として本体利用）。 
     橋梁下部工建設時の仮締切りおよび本体利用。 
     橋梁下部工耐震補強の仮締切りおよび本体利用（低空頭施工）。 
 



新技術調査表（４） 
 

 



新技術調査表（５）《実績表》 
 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

東 

京 

都 

に 

お 

け 

る 

施 

工 

実 

績 

総務局 

建設局 

建設局 

建設局 

建設局 

建設局 

建設局 

建設局 

建設局 

建設局 

建設局 

建設局 

三宅支庁 

第一建設事務所 

第二建設事務所 

第三建設事務所 

第三建設事務所 

第四建設事務所 

第四建設事務所 

第五建設事務所 

第七建設事務所 

西多摩建設事務所 

南多摩西部建設 

北多摩北部建設 

大穴沢災害緊急砂防工事 

神田川改修(華水橋架替) 

古川整備工事(4) 

神田川護岸改修工事 

妙正寺川整備工事その13 

石神井川整備(その123) 

練馬中央陸橋(環8南田中) 

水門橋新川左岸護岸工事 

野川整備工事(その3) 

道路改修(西-梅郷の9) 

高幡不動都道回収(1) 

黒目橋調整池工事(6) 

2002/10～2002/11 

2004/9 

2002/2 

2001/2 

2003/5～2003/7 

1999/6 

2003/3 

2004/5～2004/6 

2001/10 

2003/1～2003/2 

2000/6～2000/7 

2000/1～2000/3 

1080-9003Ｗ 

 

1074-7845Ｙ 

1062-5968Ｑ 

 

 

 

 

 

 

1056-8439Ｒ 

1055-5084Ｑ 

 【評価等がある場合、その内容】 

東
京
都
以
外
の
施
工
実
績
（
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
・
民
間
等
） 

発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

調布市 環境部 

日本道路公団 東京建設局 

国土交通省常磐工事事務所 

千葉県 君津土木事務所 

相模原市 土木部 

栃木県 矢板土木事務所 

国土交通省横浜国道工事 

横浜市下水道局河川部 

日本鉄道建設公団 

国土交通省酒田工事事務所 

国土交通省甲府河川国道 

国土交通省相武国道事務所 

国土交通省信濃川下流河川 

国土交通省北勢国土事務所 

国土交通省大阪国道事務所 

国土交通省松山河川国道 

鶴川街道下水道仮設工事 

西長岡跨線橋工事 

五反田低水護岸災害復旧 

矢那川広域一般河川改修 

鶴川改修工事 

五行川改修工事 

新桜ヶ丘外回り広幅工事 

滝の川補修工事 

ＭＭ, 北仲St工事 

国道112号線朝日道路 

新塩川橋下部(その2) 

圏中道あきる野IC下部 

鳥屋野潟排水機場新設 

１号関バイパスランプ橋 

26号浪速共同溝立坑工事 

妙口歩道外工事 

2002/8～2002/9 

2002/5～2002/8 

2002/1 

2002/1～2002/2 

2002/4 

2001/12 

2000/6～2000/11 

2001/9～2001/10 

2001/10～2001/12 

2004/2～2004/3 

2004/2～2004/4 

2003/12～2004/3 

2003/12～2004/1 

2004/3～2004/4 

2004/3 

2004/4 

1085-5120Ｑ 

1075-2472Ｕ 

1068-3895Ｒ 

1081-3385Ｐ 

1077-3236Ｑ 

1064-2269Ｐ 

1062-4666Ｘ 

1068-7746Ｓ 

1056-5062Ｒ 

 【評価等がある場合、その内容】 

 


